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発行：高槻・五領の環境と子どもの未来を守る会 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

守る会 News 
2020（令和 2 年 10 月 24 日） 第 35 号  

記事紹介 ： ☆ 五領小学校前交差点「歩車分離信号」実現  

     ☆市営バス経営戦略素案 と パブリックコメント 

☆「書籍紹介」 人生に必要な教養は中学校教科書ですべて身につく 

 

高槻・五領の環境と 

  子どもの未来を 

五領小学校前の道路に於いては、2019年 4月に十三高槻線が国道 171号線と合流しました。これにより、

十三高槻線から国道 171号線に合流する車により、五領小学校前交差点は、青信号で歩行者が横断する際にも

危険を感じる横断歩道となっていました。 

この状況をいち早く気づき、憂慮した学校＆ＰＴＡ関係者、また五領連合自治会をはじめとする地域住民の

皆様が、交差点の信号システムの改善を求め、押しボタン式「歩車分離信号」への改善要望を高槻警察署経由

大阪府警本部殿に提出し、粘り強く交渉を重ねました。この要望を受け、また、一部府議会議員、市議会議員

の協力もいただき、大阪府警察本部、高槻市警察が現場検証を実施し、その危険度を認識するに至り、2019

年 10月に「押しボタン式歩車分離信号」を採用する旨決定されました。 

この工事が、いよいよ実施されるに至り、この 2020 年 10 月 13 日、「押しボタン式「歩車分離信号」」へ

の変更工事が完成しました。これにより、本交差点は、やっと、児童、生徒が安心して渡れる横断歩道となり

ました。。 

＜経過＞                          （ＨＰ：五領地区コミニュティサイト より転載） 

1) 2019 年 6 月 18 日 連合自治会、3 校 PTA の連名で高槻警察署及び高槻市に対して「歩車分離信号」への切替要望書

を提出。 

2) 2019 年 6 月 20 日 五領小学校校舎屋上から定点撮影し、「危険度傾向分析」を行いました。 

3) 2019 年 8 月 27 日 連合自治会、校長先生、PTA 立ち合いのもと、大阪府警察本部、高槻警察署殿による危険度検証

の現場確認が行われました。 

4) 2019 年 10 月 8 日 「押しボタン式歩車分離信号機」へ改善する旨の回答を頂きました。2020 年 10月中旬に工事

完了予定とのことでした。 

5) 2020 年 10 月 13 日 切替工事が行われ、「押しボタン式歩車分離信号機」へ改善され、安全な横断歩道となりました。 

 

 
 
 
 
 

2020 年 10 月 13 日    安全に渡れる交差点へ！ 

五領小学校前交差点「歩車分離信号機」実現 

 

（https://www.goryo.net/） 

https://www.goryo.net/
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パブリックコメントが募集されています！ 

  子供に、孫に、世代を通して受け継がれていく、持続可能

な街づくりに欠かすことの出来ない公共交通機関について、私

達の意見を積極的に発言しましょう！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「いまどきの中学校教科書はすごい。・・・・・長い事勉強と無縁だった大人が学び直すのにも最適の
ツールといっていい。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
   

   
 
 
 
 

編集部 ： 新型ウイルス感染症は終息しそうにありません。
今回から、書籍紹介欄を設けました。自宅で
閉塞している向きの、暇つぶしの参考にでも
して頂ければ幸いです。 

「守る会」定例会は、毎月、第 4土曜日 

  １６：００～１８：００、上牧公民館 

（上牧町本澄寺前）で開催しております。 

連絡は、事務局村井（masa569@tcn.zaq.ne.jp） 迄                                

発行 ： 高槻・五領の環境と子どもの未来を守る会     

 代表  ： 上田 博夫 

  住所  ： 〒569-0003 大阪府高槻市上牧町 

１丁目 3-17 上牧公民館内      

  電話番号： ０９０－２２８３-１６１９（村井） 
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高槻市営バス！！ これからどうしますか？ 

高槻市営バス経営戦略（素案）発表 

2021 年度～2030 年度 

 

書籍紹介 

今なぜ中学校の教科書か？「教科書がこんなに進化している。」「中学校教科書で

足元を固めよう」「ポストコロナ世界、ＡＩ社会を生き抜く為に、基礎力を鍛え直せ

ば社会の深層が見えてくる」のです。一例を下記に抜粋します。  （歴史より） 

（佐藤）いつか時の権力が国民を煽るような事があるかもしれない。その時の為に、

心しておくべき言葉も教科書にのっています。      

「大衆の受け入れ能力は極めて限られており、理解力は薄弱であるが、その代り

忘れる事にかけては実に早い。この事実から、効果的な宣伝に於いては、焦点をご

く一部に絞り、それをスローガンの様に利用し、最低レベルの人間がその言葉で目

的としたものを思い浮かべる事が出来るまで、決まり文句を使い続けなくてはなら

ない。（部分約）                ＜東京書籍 ２１４ページ＞ 

これは、「アドルフ・ヒトラー」「わが闘争」の一文です。彼は実際このやり方で

大衆を動かしてしまった。            

（池上）動かす方からすると、恐ろしいまでに審理を撞いている。大衆の方は、常

に「これはスローガンではないのか」というフィルターにかけて情報を受け取る力

を備えないと駄目でしょう。 
中央公論新社 

 

 

  

この経営戦略（素案）は、2021 年より 2030 年までの 10 年間の高槻市の市営バス事業に関しての展望を述

べたものです。総ページ数７２ページにわたり、２ページには、この経営戦略策定の目的と位置付け、３ペ

ージからは課題を掲載。その中で、7ページには市営バスの人口カバー率、11 ページには事業収支、18 ペー

ジからは見直すべき路線が掲載。27ページからは具体的取り組み、59 ページからは財政計画となっています。 

 前島・六中線、道鵜線及び梶原線は見直しが必要な不採算路線になっており、一部経路の変更や相互の統

合、再編などを検討する事が考えられています。 

 地域の未来をイメージし、出来るだけ多くの声を上げる機会ではないでしょうか。 
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